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[1] 次のすべての条件を満たす，(0,∞) 上の Lebesgue 可積分関数の列 {fk(x)}k の例を
挙げよ．
(1) fk(x) ≥ 0.

(2) lim
k→∞

∫ ∞

0

fk(x) dx = 0.

(3) すべての x ∈ (0,∞) で lim
k→∞

fk(x) = 0.

(4) すべての k, x で fk(x) ≤ g(x) となる (0,∞) 上の可積分関数 g(x) は存在しない．

[2] f(t)を (0, 1)上の Lebesgue 可積分関数とする．z ∈ Cの時，

F (z) =

∫ 1

0

f(t)eitz dt

とおく．この右辺が可積分であり，F (z)がC上正則となることを示せ．

[3] 測度空間 (X,µ) 上の複素数値可積分関数 f(x), g(x) を取る．X の任意の可測部分

集合 E について
∫
E

f dµ =

∫
E

g dµ であれば，ほとんどいたるところ f(x) = g(x) であ

ることを示せ．

[4] 測度空間 (X,µ) 上の複素数値可測関数列 {fk(x)}k と複素数値可測関数 f(x) につ
いて，任意の正数 c に対して

lim
k→∞

µ({x | |fk(x)− f(x)| ≥ c}) = 0

が成り立つとする．このとき，関数列 {fk(x)}k の適当な部分列で，f(x) に X 上ほとん
どいたるところ収束するものが存在することを示せ．



[5] (X,µ), (Y, ν) をそれぞれ σ-有限な測度空間とする．f(x), g(y) をそれぞれ X,Y 上
の複素数値可積分関数とし，µ, ν の直積測度を σ とする．このとき f(x)g(y) は X × Y

上可積分であって， ∫
X×Y

f(x)g(y) dσ =

∫
X

f(x) dµ

∫
Y

g(y) dν

であることを示せ．

[6] 1 < p < q < ∞ とする．
(1) R 上の Lebesgue 可測関数 f で，f ∈ Lp(R), f /∈ Lq(R) となるものの例を挙げよ．
(2) R 上の Lebesgue 可測関数 f で，f /∈ Lp(R), f ∈ Lq(R) となるものの例を挙げよ．


